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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪酸エステルをベースとする結晶を含む流体濃縮成分を調製する方法であって、以下
の
　ステップａ）水、主として脂肪酸エステルを含む混合物、および界面活性剤を含むエマ
ルションを調製するステップであって、前記エマルションが、主として脂肪酸エステルを
含む混合物の融点より高い温度であるステップ、
　ステップｂ）エマルションのストリームを導入し、これ自体の流れによって生じるスト
リームの攪拌を可能にする冷却装置内を流動させて冷却の少なくとも１段階を用いること
によって、エマルションを化合物の融点より低い温度に冷却して、結晶を形成するステッ
プであって
　該冷却装置は、閉鎖壁によって境界を定められた少なくとも１つの流動域であり、静止
している障害物が該流動域内部に設けられており、
　ステップｃ）冷却装置の下流で結晶および界面活性剤を含む流体のストリームを回収す
るステップ、
　ステップｄ）場合により、さらにストリームの冷却を行うステップ、
　ステップｅ）場合により、他の化合物を流体に添加し、ならびに／または流体を希釈お
よび／もしくは混合するステップ
　ステップｆ）流体濃縮成分を回収するステップを含む方法。
【請求項２】
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　ステップｂ）が、
　場合により、冷却装置の上流または冷却装置内で、急冷流体をストリームと混合する急
冷操作、および／または
　場合により、主として脂肪酸エステルを含む混合物をベースとする結晶を含む種晶添加
流体をストリームと混合する任意の種晶添加操作を含むことを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　ステップｂ）の冷却が、少なくともこの一部がストリームに接触している壁に境界を定
められている冷却回路を循環する冷却流体によって達成されることを特徴とする、請求項
１および２いずれかに記載の方法。
【請求項４】
　冷却回路が流動域の内部に置かれ、回路が流動の障害物を構成することを特徴とする、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　冷却回路が、流動域の外部に置かれることを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　流動域が、静止型ミキサと共に内部に提供された、閉鎖壁を構成する少なくとも１つの
管状導管で構成され、閉鎖壁の少なくとも一部が、冷却回路の少なくとも一部との共通壁
を構成することを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　冷却装置がジャケット付き管式交換器であり、冷却回路は管状回路であり、ストリーム
が流動する管状導管がこの内部に置かれていることを特徴とする、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　冷却装置が、管式交換器、多管式交換器、コイル式交換器、プレート式交換器、および
Ｓｕｌｚｅｒ（登録商標）Ｍｉｘｅｒ　Ｒｅａｃｔｏｒ（ＳＭＲ（登録商標））型の交換
器から選択されることを特徴とする、請求項３から７の一項に記載の方法。
【請求項９】
　ステップｂ）において導入されるエマルションのストリームの温度が、主として脂肪酸
エステルを含む混合物の融点より１℃以上高いことを特徴とする、請求項１から８の一項
に記載の方法。
【請求項１０】
　ステップｂ）で行われる冷却が、少なくとも５℃であることを特徴とする、請求項１か
ら９の一項に記載の方法。
【請求項１１】
　脂肪酸エステルが、脂肪酸と下式（Ｉ）のジオールまたはポリオールとのエステルであ
り、
　［Ｒ－ＣＯＯ－］ｘ－Ａ－［－ＯＨ］ｙ（Ｉ）
　式中、
　Ｒは、飽和または不飽和、直鎖または分岐鎖Ｃ１１－Ｃ２１炭化水素基であり、
　Ａは、場合により１つ以上のヘテロ原子で中断された、価数ｘ＋ｙの炭化水素基であり
、
　ｘは、平均数１から５であり、
　ｙは、平均数０から５であり、
　ｘ＋ｙは、平均数１から１０であることを特徴とする、請求項１から１０の一項に記載
の方法。
【請求項１２】
　基Ａが、下式を有し、
　－（ＣＨ２）ｚ－［ＥＯ］ｎ－［ＰＯ］ｍ－（ＣＨ２）ｚ－
　式中、
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　ｚは、同一であるかまたは異なることができ、１から１０の整数であり、
　ＥＯは、任意のエチレンオキシド基であり、ｎは、平均数０から１００であり、
　ＰＯは、任意のプロピレンオキシド基であり、ｍは、平均数０から１００であることを
特徴とする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　脂肪酸エステルが、エチレングリコールジステアラート（ＥＧＤＳ）であることを特徴
とする、請求項１から１２の一項に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップａ）およびｂ）において、以下のとおり
　ステップｃ）で回収される生成物が、脂肪酸エステル少なくとも５重量％、を含むよう
な主として脂肪酸エステルを含む混合物の量、
　ステップｃ）で回収される生成物が、界面活性剤少なくとも２．５重量％を含むような
界面活性剤の量である、主として脂肪酸エステルを含む混合物および界面活性剤の量が用
いられることを特徴とする、請求項１から１３の一項に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脂肪酸エステルをベースとする結晶をベースとする流体濃縮成分を調製する
改善された方法、およびこの流体濃縮成分の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　脂肪酸エステルの結晶、例えばエチレングリコールジステアラート（ＥＧＤＳ）の結晶
は、一定量のパール光沢を与える作用剤として、ならびに／または増粘剤および／もしく
は安定化剤として、化粧品製剤に一般に用いられる生成物である。これらの結晶は、化粧
品組成物の調製中に形成され得る。しかしながら、実用的および経済的理由から、これら
の結晶は多くの場合、化粧品製剤の他の成分と混合することを意図した、そのまま使用で
きる流体濃縮成分の形態で販売されている。
【０００３】
　従って、脂肪酸エステルをベースとする流体濃縮成分を調製する方法は知られている。
これらの方法は、界面活性剤の存在下、水に融解している、脂肪酸エステルをベースとす
る化合物のエマルションを冷却することによって前記化合物を固化することに基づくもの
である。この同じエマルションの場合、生じる結晶の特性は、冷却条件によって決まる可
能性がある。このステップは、慣習的に攪拌タンクなどの攪拌反応器で行われる。典型的
に、例えばジャケット付きタンク技法によって、タンクに充填したエマルションを冷却壁
に接触させる。
【０００４】
　例えば、文献ＤＥ３６１７３０６（Ｈｅｎｋｅｌ）は、脂肪酸エステルをベースとする
加熱したエマルションを、流動させることなくゆっくりと冷却する、脂肪酸エステルをベ
ースとする生成物を調製する方法を記載している。
【０００５】
　文献ＤＥ１９５１１５７１およびＵＳ６３０６９１６（Ｈｅｎｋｅｌ）は、脂肪酸エス
テルをベースとする加熱したエマルションを、流動させることなくゆっくりと冷却する、
脂肪酸エステルをベースとする生成物を調製する方法を記載している。
【０００６】
　文献ＥＰ５８１１９３（Ｈｏｅｃｈｓｔ）は、脂肪酸エステルをベースとする加熱した
エマルションをゆっくりと冷却する、脂肪酸エステルをベースとする生成物を調製する方
法を記載している。この冷却は、毎分約０．５℃で行うことができることが示されている
。
【０００７】
　文献ＷＯ９５０３７８２（ＩＣＩ）は、脂肪酸エステルをベースとする加熱したエマル
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ションをゆっくりと冷却する、脂肪酸エステルをベースとする生成物を調製する方法を記
載している。この冷却は、毎分約０．２５℃（毎時１５℃）までで行うことができること
が示されている。
【０００８】
　文献ＵＳ４４８６３３４（Ｌｉｏｎ）は、界面活性剤と共に溶解した液晶形態の脂肪酸
エステルをゆっくりと冷却する、脂肪酸エステルをベースとする生成物を調製する方法を
記載している。この冷却法は示されていない。このような方法は界面活性剤に応じて液晶
を形成する能力に大きく依存するため、比較的に非実用的であり、調節可能ではない。
【０００９】
　文献ＤＥ４１０３５５１、ＷＯ９２１３５１２、ＣＡ２１０３５７８、およびＥＰ０５
７０３９８（Ｈｅｎｋｅｌ）は、脂肪酸エステルをベースとする加熱したエマルションを
、流動させることなくゆっくりと冷却する、脂肪酸エステルをベースとする生成物を調製
する方法を記載している。
【００１０】
　冷却工程の均一性および動態は、特に反応器における攪拌条件に関係する。媒質の攪拌
条件が遅いほど、冷却は長く、均一でない。
【００１１】
　全体として攪拌エマルションの冷却挙動は、濃縮物の光学特性の著しい低下なしには困
難であることが判明し得る。この場合、高いパール光沢性の濃縮物を得るために、冷却の
一部は攪拌の不在下で行う必要がある。この制約はこの工程の工業化への応用を困難にし
、生産効率を著しく低下させる。例えば、標準的な冷却条件下、工業的な１０から２５ｍ
３反応器の使用は、この操作を完了するために１日から数日を要する可能性がある。この
ような時間は低い生産効率を示す。同時に、同等の製剤の場合、工業的に得られた濃縮物
の特性は、一般に実験室規模で得られたものより劣る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】独国特許第３６１７３０６号明細書
【特許文献２】独国特許第１９５１１５７１号明細書
【特許文献３】米国特許第６３０６９１６号明細書
【特許文献４】欧州特許第５８１１９３号明細書
【特許文献５】国際公開第９５０３７８２号
【特許文献６】米国特許第４４８６３３４号明細書
【特許文献７】独国特許第４１０３５５１号明細書
【特許文献８】国際公開第９２１３５１２号
【特許文献９】カナダ特許第２１０３５７８号明細書
【特許文献１０】欧州特許第０５７０３９８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上述の少なくとも１つの困難または少なくとも１つの期待に応えることのできる改善さ
れた方法が求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この目的のために、本発明は、脂肪酸エステルをベースとする結晶を含む流体濃縮成分
を調製する方法であって、以下の
　ステップａ）水、脂肪酸エステルをベースとする化合物、および界面活性剤を含むエマ
ルションを調製するステップであって、前記エマルションが、脂肪酸エステルをベースと
する化合物の融点より高い温度であるステップ、
　ステップｂ）エマルションのストリームを導入し、これ自体の流れによって生じるスト



(5) JP 5684108 B2 2015.3.11

10

20

30

40

50

リームの攪拌を可能にする冷却装置内を流動させて冷却の少なくとも１段階を用いること
によって、エマルションを化合物の融点より低い温度に冷却して、結晶を形成するステッ
プ、
　ステップｃ）冷却装置の下流で結晶および界面活性剤を含む流体のストリームを回収す
るステップ、
　ステップｄ）場合により、さらにストリームの冷却を行うステップ、
　ステップｅ）場合により、他の化合物を流体に添加し、ならびに／または流体を希釈お
よび／もしくは混合するステップ、
　ステップｆ）流体濃縮成分を回収するステップを含む方法を提示する。
【００１５】
　本発明はまた、典型的にこれらの製剤の他の成分と混合することによる、発泡製剤、特
に化粧品製剤における得られた生成物の使用に関する。本発明はまた、典型的に流体濃縮
成分を調製する段階、続いて他の成分と混合する段階を含む、このような製剤を調製する
方法に関する。
【００１６】
　この方法は、特に以下の改善の少なくとも１つを提供することを可能にする。
【００１７】
　生産効率の改善、
　特に光学特性に関して、より高い生産規則性、
　実験室規模で得られた操作条件、工程データ、組成、および適用特性（例えば、光学特
性）のより容易な工業規模への応用、
　工業化の高い容易性。
【００１８】
　さらに、この方法の実施は、本発明の方法によって実験室規模で調製された流体濃縮成
分を、工業規模で同様に調製できるかどうかの判定を可能にする。従来技術による方法を
用いた場合、実験室規模で試験を行った流体濃縮成分を工業化することは、非常に長期に
わたり、非常に困難であるか、または場合によっては不可能であることが判明する可能性
がある。
【００１９】
　定義
　本特許出願において、用語「流体濃縮成分」は、結晶少なくとも５重量％、好ましくは
少なくとも１０重量％、好ましくは３５重量％未満、典型的には１５重量％から３０重量
％、例えば１５％から１８％、または１８％から２２％、または２２％から２６％、また
は２６％から３０％を含む組成物を意味する。この成分は通常、他の成分を含むシャンプ
ー、ヘアコンディショナー、またはシャワージェルなどの化粧品製剤の調製に用いられ、
さらに結晶として希釈されることが意図される。従って、用語「流体濃縮成分」は、特に
完成した化粧品製剤に対立するものとして用いられる。従って、流体濃縮成分は、冷パー
ル濃縮物と称することもできる。
【００２０】
　用語「脂肪酸エステルをベースとする」化合物は、脂肪酸少なくとも７５重量％、およ
び場合により他の化合物を含む化合物または組成物を意味する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】ステップｂ）を実施するために、単独でまたはモジュールとして用いることので
きる冷却装置の実施形態を示す図である。
【図２】急冷（ｃｈｉｌｌｉｎｇ）を行い、ステップｄ）およびｅ）を行わない、本方法
の特定の実施形態のブロック図である。
【図３】Ｓｕｌｚｅｒ（登録商標）Ｍｉｘｅｒ　Ｒｅａｃｔｏｒ（ＳＭＲ（登録商標））
型の交換器を用いる冷却装置の実施形態を示す図である。　これらの図において、括弧内
の数字は材料のストリームを示し、括弧のない数字は装置の構成部分を示す。
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【発明を実施するための形態】
【００２２】
　脂肪酸エステルをベースとする化合物
　脂肪酸エステルをベースとする化合物は、室温、好ましくは温度２５℃で固体の化合物
である。特にこの融点が３０℃超、好ましくは４０℃超、好ましくは５０℃超の化合物で
あることができる。
【００２３】
　結晶のベースである脂肪酸エステルは、特に脂肪酸と下式（Ｉ）のジオールまたはポリ
オールとのエステルであることができ、
　［Ｒ－ＣＯＯ－］ｘ－Ａ－［－ＯＨ］ｙ（Ｉ）
　式中、
　Ｒは、飽和または不飽和、直鎖または分岐鎖Ｃ１３－Ｃ２１、好ましくはＣ１５－Ｃ２

１炭化水素ベース基であり、
　Ａは、場合により１つ以上のヘテロ原子で中断された、価数ｘ＋ｙの炭化水素ベース基
であり、
　ｘは、平均数１から５であり、
　ｙは、平均数０から５であり、
　ｘ＋ｙは、平均数１から１０、好ましくは２から５である。
【００２４】
　本特許出願において、平均数は、整数または小数を示すことができる。本特許出願にお
いて、語句「ＸからＹ」は、限界値ＸおよびＹを含む。
【００２５】
　ｙが０以外である場合、部分エステルであることを意味する。ｙ＝０である場合、完全
にエステル化された化合物であることを意味する。例えば、ｘ＋ｙ＝２、ｙ＝０、および
ｘ＝２である場合、ジエステルである（完全エステル化）。
【００２６】
　基Ａは、式Ａ－（－ＯＨ）ｘ＋ｙの化合物がジオールまたはポリオールである基である
。これは特にエチレングリコールなどのジオール、またはグリセロールなどのポリオール
であることができる。
【００２７】
　有利には、
　Ａは、２価の基（ｘ＋ｙ＝２、Ａ－（－ＯＨ）ｘ＋ｙはジオールである。）であり、
　ｙ＝０である。
【００２８】
　基Ａは、特に下式を有することができ、
　－（ＣＨ２）ｚ－［ＥＯ］ｎ－［ＰＯ］ｍ－（ＣＨ２）ｚ－
　式中、
　ｚは、同一であるかまたは異なることができ、１から１０の整数であり、
　ＥＯは、任意のエチレンオキシド基であり、ｎは、平均数０から１００、好ましくは０
から１０であり、
　ＰＯは、任意のプロピレンオキシド基であり、ｍは、平均数０から１００、好ましくは
０から１０である。
【００２９】
　基ＥＯおよび／またはＰＯの１つが存在する場合、式Ａ－（－ＯＨ）２の化合物は、（
ポリ）エトキシ化および／もしくは（ポリ）プロポキシ化、またはエチレングリコールお
よび／もしくはプロピレングリコールの縮合の生成物であることができる。
【００３０】
　好ましくは、基Ａは、ＥＯおよび／またはＰＯ基を含まず、Ｃ１－Ｃ１０、好ましくは
Ｃ２－Ｃ４アルキレン基である。基Ａは、特にメチレン、エチレン、プロピレン、もしく
はブチレン基、またはこれらの基の混合物であることができる。
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【００３１】
　基Ｒは、炭化水素ベース基、例えば飽和または不飽和、直鎖または分岐鎖Ｃ１３－Ｃ２

１、好ましくはＣ１５－Ｃ２１アルキル基である。これは式Ｒ－ＣＯＯＨのＣ１４－Ｃ２

２、好ましくはＣ１６－Ｃ２２脂肪酸に相当するアルキル基である。これらの脂肪酸およ
びアルキル基は知られている。これらは一般に植物油の誘導体である。これらは混合物と
して存在することができる。これらが混合物である場合、重量による量において優勢であ
る（相対過半数、好ましくは絶対過半数、好ましくは少なくとも７５％）基（または対応
する酸）が定義を満たすならば、炭素原子数に関係なく、すべての基は定義に含まれる。
基（または対応する酸）の名称は優勢な基（または酸）に単純化するのが一般的である。
【００３２】
　基Ｒは、特にＣ１４またはＣ１６またはＣ１８またはＣ２２脂肪酸、例えばミリスチン
酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、エルカ酸、またはベヘン酸に相当するこ
とができる。好ましくは、基Ｒ－ＣＯＯ－は、Ｃ１８脂肪酸、好ましくはステアリン酸に
相当する。
【００３３】
　特に有利には、エチレングリコールジステアラート（ＥＧＤＳ）をベースとする化合物
を用いることが可能である。用語「エチレングリコールジステアラートをベースとする」
化合物は、エチレングリコールジステアラート少なくとも７５重量％、および場合により
他の化合物、特にエチレングリコールモノステアラート（ＥＧＭＳ）を含む化合物または
組成物を意味する。特に他の化合物の存在に関して、以下に別段の言及または指定のない
かぎり、用語エチレングリコールジステアラートまたは頭字語ＥＧＤＳは、エチレングリ
コールジステアラートをベースとする化合物を示すことになる。特定の一実施形態によれ
ば、脂肪酸エステルは、エチレングリコールジステアラート少なくとも８０重量％、およ
び場合によりエチレングリコールモノステアラートを含む。これは特に、
　エチレングリコールジステアラート８０重量％から９９重量％、好ましくは８０重量％
から９０重量％、好ましくは約８５重量％、および
　エチレングリコールモノステアラート１重量％から２０重量％、好ましくは１０重量％
から２０重量％、好ましくは約１５重量％を含むことができる。
【００３４】
　界面活性剤系
　本発明の方法は、少なくとも１種の界面活性剤を用いる。界面活性剤は、特にエマルシ
ョンの形成を可能にする。単一の界面活性剤または幾つかの界面活性剤が用いられるにし
ても、以下において「界面活性剤系」と言及され得る。
【００３５】
　界面活性剤系は、特に非イオン性界面活性剤および／またはアニオン性界面活性剤を含
むことができる。ベタイン（例えば、アルキルジメチルベタインまたはアルキルジメチル
アミドアルキルベタイン）またはイミダゾリン誘導体（例えば、アルキルアンホアセター
トまたはアルキルアンホジアセタート）などの少なくとも１種の両性界面活性剤を含むこ
とも除外されない。製剤の成分として用いることのできる界面活性剤は以下の別の場所に
挙げる。アニオン性および／または非イオン性界面活性剤に関して、例えば、場合により
硫酸化されたエトキシ化脂肪アルコール、例えばエトキシ化脂肪アルコール（非イオン性
界面活性剤）、または硫酸化エトキシ化脂肪アルコール（非イオン性界面活性剤）である
ことができる。界面活性剤がアニオン性界面活性剤、例えば硫酸化エトキシ化脂肪アルコ
ールである場合、一般に塩、例えばナトリウムまたはアンモニウム塩の形態であることが
言及される。
【００３６】
　一実施形態によれば、界面活性剤系は、
　非イオン性界面活性剤、好ましくはエトキシ化脂肪アルコール、および
　場合により別の界面活性剤、好ましくはアニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、およ
びエトキシ化脂肪アルコール以外の非イオン性界面活性剤、ならびにこれらの混合物から
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選択された界面活性剤を含む。
【００３７】
　別の実施形態によれば、界面活性剤系は、
　アニオン性界面活性剤、好ましくは硫酸化エトキシ化脂肪アルコール、および
　別の界面活性剤、好ましくは非イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、および硫酸化エ
トキシ化脂肪アルコール以外のアニオン性界面活性剤、ならびにこれらの混合物から選択
された界面活性剤を含む。
【００３８】
　エトキシ化脂肪アルコール（非イオン性界面活性剤）のなかで、より具体的には、脂肪
アルコールが飽和または不飽和、直鎖または分岐鎖、ならびにＣ６－Ｃ２２、好ましくは
Ｃ８－Ｃ２０、および好ましくはＣ１０－Ｃ１４のもの、特にラウリルアルコールである
化合物が挙げられる。脂肪アルコールは一般に、植物製品または石油留分に由来する混合
物であることが指摘される。炭素原子数は、優勢な種類の平均数または炭素数であること
ができる。これらの脂肪アルコールはエトキシ化されている。エトキシ単位の数平均数は
１から２５、好ましくは５から９．５であることができる。特に有利なエトキシ化脂肪ア
ルコールは、エトキシ単位の数平均数が５から９．５、好ましくは５から９、例えば７ま
たは９である、エトキシ化Ｃ１０－Ｃ１４脂肪アルコールである。
【００３９】
　アニオン性界面活性剤は、例えば飽和または不飽和、直鎖または分岐鎖、エトキシ化お
よび硫酸化Ｃ１０－Ｃ１４アルコールから選択することができる。これは例えば、好まし
くは分岐鎖であり、２から１０回エトキシ化、例えば３回エトキシ化され、硫酸化されて
いる、トリデシルアルコールであることができる。例として、Ｒｈｏｄｉａから販売され
ているＲｈｏｄａｐｅｘ　ＥＳＴ　３０（ＩＮＣＩ：トリデセス－３硫酸ナトリウム）が
挙げられる。
【００４０】
　両性界面活性剤は、特にアルキルアミドプロピルベタイン、例えばコカミドプロピルベ
タイン、および／またはイミダゾリン誘導体、例えばアルキルアンホアセタートもしくは
アルキルアンホジアセタート、特にラウロアンホアセタートもしくはジアセタート、また
はココアンホアセタートもしくはジアセタートから選択することができる。
【００４１】
　流体濃縮成分
　有利には、流体濃縮成分は、
　結晶少なくとも５重量％、好ましくは少なくとも１０重量％、好ましくは少なくとも１
５重量％、通常３０重量％以下、
　界面活性剤少なくとも２．５重量％、好ましくは少なくとも５重量％、好ましくは少な
くとも１０重量％、通常２５重量％以下を含む。
【００４２】
　用いられる脂肪酸エステルおよび界面活性剤の量は、本方法の実施時の結果として調節
することができる。工程の最後またはその後に、水または他の成分を添加することによっ
て希釈を行うことも除外されない。
【００４３】
　流体濃縮成分は、特に保存剤（一般に少量、例えば約０．１重量％）、緩衝剤、安定化
剤、および光学特性を改変する作用剤などの添加剤を含むことができる。
【００４４】
　流体濃縮成分は、５０ｍｍスピンドルを備えたＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ（登録商標）Ａ
ＲＥＳレオメータなどのプレート／プレート・フロー・レオメータを用いて測定された、
２０℃、剪断速度０．１ｓ－１での粘度１０から１００００Ｐａ．ｓ、例えば１００また
は５００から５０００Ｐａ．ｓを有することができる。
【００４５】
　工程
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　ステップａ）において、水、脂肪酸エステルをベースとする化合物、および界面活性剤
を含むエマルションが調製され、前記エマルションは、脂肪酸エステルをベースとする化
合物の融点より高い温度である。ステップａ）は、脂肪酸エステルをベースとする化合物
の融点より高い温度でエマルションを形成するための任意の方法によって、既知の様式で
行うことができる。この工程は、特に脂肪酸エステルを融解し、これに続いてまたは同時
に界面活性剤系の存在下で乳化することによって行うことができる。
【００４６】
　特定の一実施形態によれば、ステップａ）は、以下の
　ａ１）水、脂肪酸エステルをベースとする固体粒子、および界面活性剤を含む分散体を
調製するステップ、
　ａ２）分散体を加熱して、脂肪酸エステルをベースとする粒子を液化するステップを含
む。
【００４７】
　ステップａ）は、特にバッチ方式、半連続的、または連続的に、好ましくはタンクで、
例えば攪拌タンク（１１）で行うことができる。
【００４８】
　冷却ステップｂ）の前、エマルションの温度は、典型的に脂肪酸エステルの融点より１
℃以上、好ましくは５℃以上、好ましくは１０℃以上高い。ＥＧＤＳの場合、この工程は
、好ましくは５５℃以上、好ましくは６０℃以上、好ましくは５５℃から７０℃、好まし
くは６０℃から７０℃または６５℃の温度で行われる。
【００４９】
　ステップｂ）において、エマルションを化合物の融点より低い温度に冷却して、結晶を
形成する。このステップは、エマルションのストリーム（１）を導入し、これ自体の流れ
によって生じるストリームの攪拌を可能にする冷却装置（２）を流動させることによる冷
却段階を含む。ステップｂ）で行われる冷却のすべてまたは一部は、冷却装置を用いて行
うことができる。冷却の一部は、冷却装置の上流、冷却装置内、または下流でも、急冷操
作によって行うことができることに留意されたい。ステップｂ）は特に、
　場合により、冷却装置の上流または冷却装置内で、急冷流体をストリームと混合する急
冷操作、および／または
　場合により、脂肪酸エステルをベースとする化合物をベースとする結晶を含む種晶添加
流体をストリームと混合する任意の種晶添加操作を含むことができる。
【００５０】
　急冷および／または種晶添加操作に関する詳細は後に示す。
【００５１】
　エマルションのストリームを導入するために、ステップａ）で得られたエマルションを
特に連続して取り出して、これを冷却ステップｂ）の下流に提供することができる。この
工程は、例えばポンプ（１２）を用いて行うことができる。
【００５２】
　ステップｂ）において、物質のストリームを流動装置に流動させ、このストリームを冷
却する。従って、エマルション導入時点の温度は、出口時点での温度より高い。流動装置
で、物質のストリームは、エマルションから流動装置の出口での結晶を含む流体へと変換
される。ステップｂ）は典型的に連続的に行われる。
【００５３】
　ステップｂ）で行われる冷却は、好ましくは少なくとも５℃、好ましくは少なくとも１
０℃である。流動冷却装置で行われる冷却段階は、好ましくは少なくとも５℃、好ましく
は少なくとも１０℃である。
【００５４】
　流動装置は典型的に、閉鎖壁（４）として知られる壁で境界を定められた流動域（３）
を有する。これらの壁は、ストリームが流動する空間の境界を定める。流動域は典型的に
、この横断面が様々な形状、例えば円形、正方形、長方形、または楕円形であることので
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きる管状装置内部であることができる。管状装置の管は、閉鎖壁の全部、または閉鎖壁の
一部を構成することができる。
【００５５】
　ステップｂ）において、流動するストリームは、この流れ自体によって生じる攪拌に供
される。流動という単純な事実によって攪拌が生じ得る。好ましくは、攪拌は、流動障害
物（５）によって生じる。これらの障害物は典型的に、流動域の内部に提供される。これ
らの障害物は、好ましくは静止している。しかしながら、移動攪拌子などの移動装置を用
いてさらなる攪拌を生じることも除外されない。有利な一実施形態によれば、障害物は、
流動域の容積の少なくとも１％、例えば１％から５％、または５％から１０％、または１
０％から１５％、または１５％から２０％、または２０％から２５％、または２５％から
３０％、または３０％から４０％、または４０％から５０％、または５０％から７５％の
容積に相当する。
【００５６】
　静止または非静止障害物は、特に様々な形状の幾何学的挿入物であることができる。障
害物はまた、流動脈（ｆｌｏｗ－ｖｅｉｎ）分離器および／または収集器のアセンブリで
構成されることもできる。冷却挿入物は、流動域内部で障害物として用いることもできる
。
【００５７】
　ステップｂ）の冷却は、任意の適切な手段によって行うことができる。このような手段
は当業者に知られている。特に冷却流体を用いることができる。このような冷却操作およ
び適切な装置は当業者に知られている。特に管式交換器、多管式交換器、コイル式交換器
、プレート式交換器、またはＳｕｌｚｅｒ（登録商標）Ｍｉｘｅｒ　Ｒｅａｃｔｏｒ（Ｓ
ＭＲ（登録商標））型の交換器を用いることが可能である。
【００５８】
　冷却ステップｂ）は、例えば冷却回路（７）を循環する冷却流体（６）によって達成す
ることができる。冷却回路は典型的に、少なくともこの一部がストリームに接触している
、冷却壁（８）として知られる壁で境界を定められている。ストリームに接触している壁
の部分は、冷却域の境界とみなすことができる。閉鎖壁および冷却壁は、少なくとも一部
にわたって、流動域を冷却回路から分離する、即ちストリームを冷却流体から分離する共
通壁を構成することに留意されたい。これらは、壁または壁の一部に接触している（例え
ば、接着、溶接、または取り付けられている）同じ構成部分または幾つかの構成部分の壁
または壁の一部であってよいことに留意されたい。図１に示した実施形態において、閉鎖
壁（４）および冷却壁（８）は同一である。
【００５９】
　第１の実施形態によれば、冷却回路は流動域の内部に置かれ、回路は流動の障害物を構
成する。この実施形態の特定の一変形を、図３によって例示する。この実施形態を実施す
るために、特にＳｕｌｚｅｒ（登録商標）Ｍｉｘｅｒ　Ｒｅａｃｔｏｒ（ＳＭＲ（登録商
標））型の交換器を用いることができる。
【００６０】
　第２の実施形態によれば、冷却回路は流動域の外部に置かれる。
【００６１】
　第２の実施形態の一変形によれば、流動域は、例えば静止型ミキサと共に内部に提供さ
れた、閉鎖壁を構成する少なくとも１つの管状導管で構成されることができ、閉鎖壁の少
なくとも一部は冷却回路の少なくとも一部との共通壁を構成する。冷却装置は、例えばジ
ャケット付き管式交換器であることができ、冷却回路は管状回路であり、ストリームが流
動する内部管状導管がこの内部に置かれている。このような変形を図１に例示する。
【００６２】
　特定の一実施形態において、同じ導入温度、または可変、例えば上昇もしくは下降導入
温度で、一連の冷却流体が流動する一連の冷却回路が用いられる。このような実施形態は
、流動を通じて冷却プロファイルを制御および／または変更することを可能にする。
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【００６３】
　特定の一実施形態において、ステップｂ）の冷却装置は、上記の冷却装置を構成する一
連のモジュール（９）で構成される。図２はこのような特定の実施形態を例示する。モジ
ュール（９）は図１に例示した装置であることができる。
【００６４】
　特定の一実施形態において、ステップｂ）で、混合が行われる時点のストリームの温度
以下の温度、好ましくは脂肪酸エステルをベースとする化合物の融点以下の温度で、スト
リームを低温急冷流体（１０）と混合することによって、急冷が行われる。この混合は、
流動装置および／もしくは流動域および／もしくは冷却回路と接触している帯域の上流、
または流動装置および／もしくは冷却装置の流動域、例えば冷却域の最初の４分の１、好
ましくは最初の８分の１、好ましくは最初の１６分の１に位置する流れの時点で行うこと
ができる。急冷流体は、特に２５℃以下の温度であることができる。急冷流体は、純水、
または添加剤を含む水であることができる。
【００６５】
　急冷流体は、プライマまたは種晶として、脂肪酸エステルをベースとする化合物をベー
スとする結晶を含むことができる。急冷流体は、ステップｃ）、ｄ）、またはｅ）から回
収された流体の一部であることができる。プライミングまたは種晶添加は、結晶の出現を
促進し、および／またはある種の結晶形態の生成を増進し、従って得られる光学特性の制
御を促進することができる。急冷流体の使用を図２に例示する。
【００６６】
　同様に、種晶添加は、脂肪酸エステルをベースとする化合物の融点以上の温度で、スト
リームを種晶添加流体と混合することによって行うことができる。この混合は、流動装置
および／もしくは流動域および／もしくは冷却回路と接触している帯域の上流、または流
動装置および／もしくは冷却装置の流動域、例えば冷却域の最初の４分の１、好ましくは
最初の８分の１、好ましくは最初の１６分の１に位置する流れの時点で行うことができる
。種晶添加流体は、プライマまたは種晶として、脂肪酸エステルをベースとする化合物を
ベースとする結晶を含むことができる。種晶添加流体は、ステップｃ）、ｄ）、またはｅ
）後に回収された流体の一部であることができる。プライミングまたは種晶添加は、結晶
の出現を促進し、および／またはある種の結晶形態の生成を増進し、従って得られる光学
特性の制御を促進することができる。
【００６７】
　慣例により本特許出願において、結晶を含む流体が混合されている場合、この流体は温
度に応じて、急冷流体または種晶添加流体とみなされる。
【００６８】
　冷却装置は、特にストリームの温度および／もしくは圧力、ならびに／または熱交換流
体の温度を測定するプローブを備えていてもよいことが言及される。このようなプローブ
は特にこの工程の制御を可能にすることができる。
【００６９】
　ステップｂ）の実施は、特に静止型ミキサの存在下、流動装置にどのような遮断または
遮蔽も起こさないことが観察されている。
【００７０】
　好ましくは、ステップａ）およびｂ）において、以下のとおり
　ステップｃ）で回収される生成物が、脂肪酸エステル少なくとも５重量％、好ましくは
少なくとも１０重量％、好ましくは少なくとも１５重量％を含むような脂肪酸エステルを
ベースとする化合物の量、
　ステップｃ）で回収される生成物が、界面活性剤少なくとも２．５重量％、好ましくは
５重量％、好ましくは少なくとも１０重量％を含むような界面活性剤の量である、脂肪酸
エステルをベースとする化合物および界面活性剤の量が用いられる。
【００７１】
　特定の一実施形態によれば、
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　ステップａ）は、連続的、バッチ方式、または逐次的に行われ、
　ステップｂ）は、連続的に行われる。
【００７２】
　ステップｂ）の後、ステップｃ）において、結晶および界面活性剤を含む流体のストリ
ーム（１３）が、冷却デバイスの下流で回収される。これは室温のストリーム、または依
然として高温のストリームであることができる。高温のストリームである場合、流体を冷
却する追加ステップｄ）を行うことができる。このようなステップｄ）は、流動を伴う装
置で連続的に、または流動を伴わない装置で静的に、バッチ方式でもしくは半連続的に行
うことができる。ステップｄ）は、特に放置して室温に冷ますことによって、または冷却
を制御することによって、攪拌することのできるタンクで行うことができる。このタンク
は、ジャケット付き冷却回路および／または内部コイルなどの冷却手段を用いてまたは用
いずに、冷却することができる。結晶の形成後の追加の冷却ステップｄ）は、調製される
流体濃縮成分の特性にとってそれほど重要ではない。このステップは生産効率および／ま
たは特性に影響を及ぼすことなく行うことができる。
【００７３】
　ステップｃ）および／またはステップｄ）で回収された結晶および界面活性剤を含む流
体は、所望の流体濃縮成分を構成することができる。一実施形態によれば、流体の組成は
、所望の流体濃縮成分が得られるように調節することができる。この目的のために、他の
化合物を流体に添加する、ならびに／または流体を希釈および／もしくは混合する、任意
のステップｅ）を行うことができる。従って、ステップｅ）において、流体濃縮成分の組
成を、意図される最終製剤に適合させることができる。ステップｅ）は、特にタンクで、
好ましくは攪拌しながら行うことができる。ステップｅ）において、水もしくは溶媒、保
存剤、ｐＨ調整剤、光学特性改変剤、安定化剤もしくは懸濁剤、他の界面活性剤（または
すでに存在する界面活性剤の濃度を調節）、または分散剤を特に添加することができる。
【００７４】
　ステップｄ）およびｅ）は、同時に、またはｄ）次いでｅ）、もしくはｅ）次いでｄ）
の順に続いて行ってもよいことが言及される。
【００７５】
　ステップｄ）およびｅ）が行われないとき、ステップｃ）およびｆ）は同一であること
が指摘される。
【００７６】
　ステップｃ）および／またはｆ）において、例えば、ストリームおよび／または濃縮物
をタンクおよび／または輸送用の容器（１４）に回収することが可能である。
【００７７】
　本発明の方法は特に、良好で安定なパール光沢および光学特性を有する流体濃縮成分の
調製を可能にする。
【００７８】
　驚いたことに、またどのような理論にも拘束されることを望むものではないが、ステッ
プｂ）の実施は、エマルションの冷却が熱交換能力によって制限されないことを可能にし
、これが結晶動態によって制御され得ると結論づけることができる。これは特に、実験室
規模で調製された流体濃縮成分が工業規模において実行可能性を有するかどうか、従って
これらの特性を保存して工業規模に移行できるかどうかをより容易に判定することを可能
にする。
【００７９】
　流体濃縮成分を含む製剤
　本発明の方法によって得られた流体濃縮成分は、さらに他の成分を含む製剤に用いるこ
とができる。これらの製剤は、好ましくは消費者製品製剤である。これらは特に化粧品製
剤または家庭用保守製剤であることができる。これらの製剤は特に発泡製剤であることが
できる。これらは、例えば洗浄（ｗａｓｈｉｎｇ－ｕｐ）または食器洗浄用製品であるこ
とができる。これらはまた、硬質表面を洗浄する、例えば床またはトイレを洗浄するため
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の製品であることができる。これらはまた、毛髪洗浄、ヘアケア、もしくは毛髪成形用製
剤、例えばシャンプーもしくはヘアコンディショナー、または皮膚洗浄またはスキンケア
用製剤、例えばシャワージェル、衛生製品、もしくは化粧落とし製品であることができる
。このような製剤において、結晶は特に製剤の視覚を改変するための作用剤（特に光沢お
よび／または不透明および／またはパール光沢の外観）、および／または毛髪の外観を改
変するための作用剤（特につやおよび／または不透明および／またはパール光沢の外観）
、および／または固体もしくは液体粒子の懸濁を促進する（エマルション）ための作用剤
（例えば、安定化剤）として用いることができる。これは特に光沢および不透明性を調整
する、好ましくは幾つかの色の反射を有する相当な光沢および不透明の真珠様効果をもた
らす作用剤として用いることができる。
【００８０】
　用いる流体濃縮成分の量は、製剤に含まれる結晶の量が５重量％未満、典型的には１重
量％から４重量％であるような量であることができる。
【００８１】
　流体濃縮成分の形態で導入される結晶の他に、これらの製剤は、考慮される適用分野で
一般に用いられる任意の成分を含むことができる。従って、これらの製剤は、特に界面活
性剤を含むことができる。化粧品製剤の場合、特に以下が挙げられる。
【００８２】
　化粧品として許容される媒体（ｖｅｃｔｏｒ）、特に水性、アルコール、またはヒドロ
キシアルコール媒体、
　非イオン性、アニオン性、カチオン性、または両性（双性イオン性を含む）界面活性剤
、およびこれらの混合物、特に流体濃縮成分に存在できるとして挙げたもの、
　溶解形態または固体もしくは液体粒子の形態の活性剤、例えば、ふけ防止粒子、および
鉱物または有機ＵＶ遮断剤、
　天然、鉱物、もしくは植物油、これらの誘導体、または合成油、特にシリコーン。シリ
コーンは、特に溶解または分散形態、特にジメチコーン、アモジメチコーン、ジメチコノ
ール、カチオン性シリコーン、およびポリエチレングリコールブロックを含むシリコーン
、油の形態、または平均寸法２μｍ超または未満を有するエマルションの形態、または０
．１５μｍより小さいマイクロエマルションの形態、またはさらに溶解形態であることも
できる。エマルションの場合、乳化はその場で、または事前に行うことができる。シリコ
ーンの粘度は、例えば５００００ｃＰ未満、または５００００から２０００００ｃＰ、ま
たは２０００００ｃＰ超であることができる、
　天然または合成由来のコンディショニングおよび／もしくは安定化ポリマー、ならびに
／または懸濁剤、ならびに／または粘度改変剤、特に
　　カチオン性または両性ポリマー、例えばカチオン性グアー、カチオン性多糖類、例え
ばＰＱ－１０、カチオン性合成ポリマー、例えばＰＱ－７、ならびに両性合成ポリマー、
例えばＰＱ－２２、ＰＱ－３９、およびＰＱ－４７、
　　ｐＨを改変することによって粘度を上昇させる粉末または水性分散液の形態であり、
架橋していてもよい、アクリラート型（メタクリラートを含む。）の増粘剤および／また
は安定化剤、特にＮｏｖｅｏｎから商標名Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）で販売されてい
る化合物、ならびに／またはこのＩＮＣＩ名がカルボマー、アクリラートコポリマー、お
よびアクリラート／Ｃ１０－３０アルキルアクリラートクロスポリマーである化合物、
　　天然ポリマーから誘導された増粘剤および／または安定化剤、例えば部分的に解重合
されていてもよい非グラフト化グアー、ヒドロキシプロピルグアー、キサンタンガム、
　塩、例えば塩化ナトリウム、
　香料、
　保存剤、例えばＧｌｙｄａｎｔの名称で販売されている化合物、およびパラベン、
　ＥＧＤＳベースの作用剤以外の鉱物作用剤、
　ＥＧＤＳ以外の、Ｃ１０－Ｃ３０、好ましくはＣ１６－Ｃ２２脂肪酸とポリオールもし
くはモノアルコールのエステル、またはＣ１０－Ｃ３０、好ましくはＣ１６－Ｃ２２脂肪
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アルコールのエーテル、例えばジステアリルエーテル、ならびにポリエトキシ化および／
またはポリプロポキシ化ステアラートまたはジステアラート、例えばＰＥＧ－３ジステア
ラート、ＰＥＧ／ＰＰＧジステアラート、ＰＥＧ－２００ジステアラート、ＰＥＧ－１５
０ジステアラート、およびＰＥＧ－１００ジステアラート、
　ｐＨ調節剤。
【００８３】
　製剤に用いることのできるある種の成分に関する幾つかの詳細を以下に示す。
【００８４】
　化粧品として許容される媒体
　両性ポリマーを製剤化し、意図される用途の所望の形態の化粧品組成物を得ることを可
能にする化粧品として許容される任意の媒体を用いることができる。様々なタイプの製剤
用の化粧品として許容される種々の媒体が当業者に知られている。
【００８５】
　化粧品として許容される媒体の例として、水性媒体（水を含む。）、アルコール媒体（
アルコール、例えばエタノール、イソプロパノール、エチレングリコール、またはポリエ
チレングリコールを含む。）、プロピレングリコール、および水性－アルコール媒体（水
とアルコール、例えばエタノール、イソプロパノール、エチレングリコール、またはポリ
エチレングリコールとの混合物を含む。）を挙げることができる。ある種の揮発性または
不揮発性油も用いることができる。例えば、シクロペンタシロキサンなどの流体シリコー
ン、例えばＲｈｏｄｉａから販売されているＭｉｒａｓｉｌ　ＣＭ５が挙げられる。
【００８６】
　当業者は、所望のタイプの製剤および意図される用途に適合した媒体をどのように選択
するか承知している。例えば、水性媒体は、一般にシャンプーまたはシャワージェルに用
いられる。プロピレングリコール媒体は、クリームの形態の組成物に用いることができる
。シクロメチコーン媒体は、化粧組成物、例えばファンデーションに用いることができる
。
【００８７】
　製剤用の界面活性剤
　製剤は少なくとも１種の界面活性剤（ｉｖ）を含むことができる。これは種々の界面活
性剤の混合物であることができる。界面活性剤は、アニオン性、カチオン性、非イオン性
、もしくは両性界面活性剤、または混合物もしくは組み合わせであることができる。組成
物に含まれる界面活性剤は、好ましくは少なくとも１種のアニオン性またはカチオン性界
面活性剤を含む。界面活性剤はまた、両性（真の両性、または双性イオン性）界面活性剤
、および中性界面活性剤（非イオン性界面活性剤）を含むことができる。少なくとも１種
のアニオン性界面活性剤および少なくとも１種の両性界面活性剤を含む製剤は、特に柔ら
かさのために、特に有利である。組成物中の界面活性剤の総含有量は、一般に０から３０
重量％である。
【００８８】
　洗い流すまたは洗い流さないヘアコンディショニング製剤の場合、界面活性剤は、好ま
しくは不在であるか、または５重量％未満の量で存在し、好ましくはカチオン性界面活性
剤であることができる。
【００８９】
　シャンプーなどの毛髪を処理するための製剤の場合、界面活性剤含有量は、有利には１
０重量％から２０重量％である。このような製剤は、塩、例えば塩化ナトリウムまたは塩
化アンモニウムを、有利には３重量％未満の量で含むことができる。
【００９０】
　シャワージェルなどの皮膚を処理するための製剤の場合、界面活性剤含有量は、有利に
は５重量％から１５重量％である。このような製剤も好ましくは、少なくとも２重量％の
塩、例えば塩化ナトリウムまたは塩化アンモニウムを含む。
【００９１】
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　ヘアコンディショナーの場合、界面活性剤含有量は、５重量％未満であることができる
。
【００９２】
　界面活性剤の総量に対するアニオン性界面活性剤の重量の割合は、好ましくは５０％超
、好ましくは７０％超である。
【００９３】
　アニオン性界面活性剤は、以下の界面活性剤から選択することができる。
【００９４】
　アルキルエステルスルホナート、例えば式Ｒ－ＣＨ（ＳＯ３Ｍ）－ＣＨ２ＣＯＯＲ’の
もの、またはアルキルエステルスルホナート、例えば、式Ｒ－ＣＨ（ＯＳＯ３Ｍ）－ＣＨ

２ＣＯＯＲ’（式中、ＲはＣ８－Ｃ２０、好ましくはＣ１０－Ｃ１６アルキル基を表わし
、Ｒ’はＣ１－Ｃ６、好ましくはＣ１－Ｃ３アルキル基を表わし、Ｍはアルカリ土類金属
カチオン、例えばナトリウム、またはアンモニウムカチオンを表わす。）のもの。もっと
も具体的には、基ＲがＣ１４－Ｃ１６であるメチルエステルスルホナートを挙げることが
できる。
【００９５】
　アルキルベンゼンスルホナート、より具体的にはＣ９－Ｃ２０のもの、第１級または第
２級アルキルスルホナート、特にＣ８－Ｃ２２のもの、およびアルキルグリセリルスルホ
ナート、
　アルキルスルファート、例えば式ＲＯＳＯ３Ｍ（式中、ＲはＣ１０－Ｃ２４、好ましく
はＣ１２－Ｃ２０アルキルまたはヒドロキシアルキル基を表わし、Ｍは上記と同じ定義の
カチオンを表わす。）のもの、
　アルキルエーテルスルファート、例えば式ＲＯ（ＯＡ）ｎＳＯ３Ｍ（式中、ＲはＣ１０

－Ｃ２４、好ましくはＣ１２－Ｃ２０アルキルまたはヒドロキシアルキル基を表わし、Ｏ
Ａはエトキシまたはプロポキシ基を表わし、Ｍは上記と同じ定義のカチオンを表わし、ｎ
は一般に１から４の範囲であり、例えばｎ＝２のラウリルエーテルスルファートである。
）のもの、
　アルキルアミドスルファート、例えば式ＲＣＯＮＨＲ’ＯＳＯ３Ｍ（式中、ＲはＣ２－
Ｃ２２、好ましくはＣ６－Ｃ２０アルキル基を表わし、Ｒ’はＣ２－Ｃ３アルキル基を表
わし、Ｍは上記と同じ定義のカチオンを表わす。）のもの、さらにこれらのポリアルコキ
シ化（エトキシ化および／またはプロポキシ化）誘導体（アルキルアミドエーテルスルフ
ァート）、
　飽和または不飽和脂肪酸の塩、例えばＣ８－Ｃ２４、好ましくはＣ１４－Ｃ２０および
／またはアルカリ土類金属カチオンのもの、Ｎ－アシル－Ｎ－アルキルタウラート、アル
キルイセチオナート、アルキルスクシナート、およびアルキルスルホスクシナート、アル
キルグルタマート、スルホスクシナートモノエステルまたはジエステル、Ｎ－アシルサル
コシナート、およびポリエトキシカルボキシラート、
　モノエステルおよびジエステルホスファート、例えば次式のもの、
　（ＲＯ）ｘ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＭ）ｘ（式中、Ｒは、場合によりポリアルコキシ化されて
いる、アルキル、アルキルアリール、アリールアルキル、またはアリール基を表わし、ｘ
およびｘ’は、ｘおよびｘ’の合計が３に等しいという条件で、１または２に等しく、Ｍ
は、アルカリ土類金属カチオンを表わす。）。
【００９６】
　非イオン性界面活性剤は、以下の界面活性剤から選択することができる。
【００９７】
　アルコキシ化脂肪アルコール、例えばラウレス－２、ラウレス－４－、ラウレス－７、
またはオレス－２０、
　アルコキシ化トリグリセリド、
　アルコキシ化脂肪酸、
　アルコキシ化ソルビタンエステル、
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　アルコキシ化脂肪アミン、
　アルコキシ化ビス（１－フェニルエチル）フェノール、
　アルコキシ化トリス（１－フェニルエチル）フェノール、
　アルコキシ化アルキルフェノール、
　エチレンオキシドと、プロピレンオキシドとプロピレングリコールの縮合によって生じ
る疎水性化合物との縮合によって生じる生成物、例えばＢＡＳＦから販売されているＰｌ
ｕｒｏｎｉｃ製品など、
　エチレンオキシドと、プロピレンオキシドとエチレンジアミンの縮合によって生じる化
合物との縮合によって生じる生成物、例えばＢＡＳＦから販売されているＴｅｔｒｏｎｉ
ｃ製品など、
　アルキルポリグリコシド、例えばＵＳ４５６５６４７に記載されているものなど、また
はアルキルグルコシド、
　脂肪酸アミド、例えばＣ８－Ｃ２０のもの、特に脂肪酸モノアルカノールアミド、例え
ばコカミドＭＥＡまたはコカミドＭＩＰＡ。
【００９８】
　両性界面活性剤（イオン基および反対の電荷の潜在的イオン基を含む真の両性界面活性
剤、または２つの反対の電荷を同時に含む両性イオン性界面活性剤）は、以下の界面活性
剤から選択することができる。
【００９９】
　ベタイン一般、特にカルボキシベタイン、例えばラウリルベタイン（Ｒｈｏｄｉａ社の
Ｍｉｒａｔａｉｎｅ　ＢＢ）、またはオクチルベタインもしくはココベタイン（Ｒｈｏｄ
ｉａのＭｉｒａｔａｉｎｅ　ＢＢ－ＦＬＡ）、アミドアルキルベタイン、例えばコカミド
プロピルベタイン（ＣＡＰＢ）（Ｒｈｏｄｉａ社のＭｉｒａｔａｉｎｅ　ＢＤＪまたはＲ
ｈｏｄｉａのＭｉｒａｔａｉｎｅ　ＢＥＴ　Ｃ－３０）、
　スルホベタインまたはスルタイン、例えばコカミドプロピルヒドロキシスルタイン（Ｒ
ｈｏｄｉａ社のＭｉｒａｔａｉｎｅ　ＣＢＳ）、
　アルキルアンホアセタートおよびアルキルアンホジアセタート、例えばココイルまたは
ラウリル鎖を含むもの（Ｒｈｏｄｉａ社のＭｉｒａｎｏｌ　Ｃ２Ｍ　Ｃｏｎｃ．ＮＰ、Ｃ
３２、および特にＬ３２）、
　アルキルアンホプロピオナートまたはアルキルアンホジプロピオナート（Ｍｉｒａｎｏ
ｌ　Ｃ２Ｍ　ＳＦ）、
　アルキルアンホヒドロキシプロピルスルタイン（Ｍｉｒａｎｏｌ　ＣＳ）、
　アルキルアミンオキシド、例えばラウラミンオキシド（ＩＮＣＩ）。
【０１００】
　カチオン性界面活性剤は、場合によりポリエトキシ化されている第１級、第２級、また
は第３級脂肪アミンの塩、第４級アンモニウム塩、例えばテトラアルキルアンモニウム、
アルキルアミドアルキルアンモニウム、トリアルキルベンジルアンモニウム、トリアルキ
ルヒドロキシアルキルアンモニウム、またはアルキルピリジニウムクロリドもしくはブロ
ミド、イミダゾリン誘導体、およびカチオン性のアミンオキシドから選択することができ
る。カチオン性界面活性剤の例は、セトリモニウムクロリドまたはブロミド（ＩＮＣＩ）
である。
【０１０１】
　挙げることのできる有用な製剤の例には、以下のものが含まれる。
【０１０２】
　典型的に、アルキルエーテル硫酸ナトリウム（例えば、ラウリルエーテル硫酸ナトリウ
ム「ＳＬＥＳ」）またはアルキルエーテル硫酸ナトリウムとアルキル硫酸ナトリウム（例
えば、ラウリル硫酸ナトリウム「ＳＬＳ」）の混合物１２重量％から１６重量％、両性界
面活性剤（例えば、コカミドプロピルベタイン「ＣＡＰＢ」）１％から３％、および塩（
例えば、塩化ナトリウム）０．５％から２％を含むシャンプー用「ナトリウム」製剤、
　典型的に、アルキルエーテル硫酸アンモニウム（例えば、ラウリルエーテル硫酸アンモ
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ニウム「ＡＬＥＳ」）またはアルキルエーテル硫酸アンモニウムとアルキル硫酸アンモニ
ウム（例えば、ラウリル硫酸アンモニウム「ＡＬＳ」）の混合物１２重量％から１６重量
％、両性界面活性剤（例えば、コカミドプロピルベタイン「ＣＡＰＢ」）１％から３％、
および塩（例えば、塩化アンモニウム）０から２％を含むシャンプー用「アンモニウム」
製剤、
　典型的に、アルキルエーテル硫酸ナトリウム（例えば、ラウリルエーテル硫酸ナトリウ
ム「ＳＬＥＳ」）またはアルキルエーテル硫酸ナトリウムとアルキル硫酸ナトリウム（例
えば、ラウリル硫酸ナトリウム「ＳＬＳ」）の混合物６重量％から１０重量％、両性界面
活性剤（例えば、コカミドプロピルベタイン「ＣＡＰＢ」）１％から３％、および塩（例
えば、塩化ナトリウム）２％から４％を含むシャワージェル用「ナトリウム」製剤、
　典型的に、アルキルエーテル硫酸アンモニウム（例えば、ラウリルエーテル硫酸アンモ
ニウム「ＡＬＥＳ」）またはアルキルエーテル硫酸アンモニウムとアルキル硫酸アンモニ
ウム（例えば、ラウリル硫酸アンモニウム「ＡＬＳ」）の混合物６重量％から１０重量％
、両性界面活性剤（例えば、コカミドプロピルベタイン「ＣＡＰＢ」）１％から３％、お
よび塩（例えば、塩化アンモニウム）０から４％を含むシャワージェル用「アンモニウム
」製剤。
【０１０３】
　他の詳細または利点は、以下の非限定的な実施例に照らして明らかとなり得る。
【０１０４】
　実施例
【実施例１】
【０１０５】
　下記の組成を有する（材料自体の重量による量）エマルションを攪拌タンクで調製する
。
【０１０６】
　ＥＧＤＳ＊　２３．５０％
　水　４７．７９％
　Ｒｈｏｄａｓｕｒｆ　ＬＡ７＊＊（Ｒｈｏｄｉａ）　１４．２０％
　Ｍｉｒａｔａｉｎｅ　ＢＥＴ　Ｃ－３０＊＊（Ｒｈｏｄｉａ）　１２．５０％
　Ｒｈｏｄａｐｅｘ　３Ｎ－７０＊＊（Ｒｈｏｄｉａ）　１．２４％
　Ｍｉｒａｎｏｌ　Ｕｌｔｒａ　Ｃ－３２＊＊（Ｒｈｏｄｉａ）　０．１３％
　Ｇｌｙｄａｎｔ＊＊＊　０．６４％
　＊　８５％／１５％ＥＧＤＳ／ＥＧＭＳ混合物
　＊＊　界面活性剤
　＊＊＊　保存剤
【０１０７】
　エマルションの温度は６５℃である。
【０１０８】
　ピストンポンプを用い、エマルションをタンクから取り出し、下記の冷却装置に６５℃
で導入する。
【０１０９】
　装置は、静止型ミキサを備え、それぞれ対向流冷却回路で被覆された管状導管で構成さ
れた、一連の管状導管中の６つの冷却モジュールで形成されている。図１はモジュールの
スキームである。冷却流体は図１の右から左に流動する。エマルションは図１の左から右
に流動する。
【０１１０】
　各モジュールの特徴を示す。
　内径１５ｍｍを有する金属管、
　Ｋｅｎｉｃｓ静止型ミキサ径１４ｍｍ、
　長さ：５００ｍｍ、
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　作動容積：７０ｍｌ、
　入口および出口を含む、冷却流体（水）を流動させるための外径１８ｍｍを有する環状
ジャケット、
　温度および圧力を測定するための手段。
【０１１１】
　冷却操作条件は以下のとおりである。
　最終モジュール（流れの方向に対して）上の入口および第１モジュール上の出口を有す
る、冷却水の対向流循環。モジュールの連結点で、１つのモジュールの冷却回路の出口は
、別のモジュールの入口に連結されている、
　冷却水の入口温度：５０℃、
　冷却水の流速：１０Ｌ／時、
　エマルション流速１１６０ｇ／時（滞留時間：２２分）、
　管状導管の出口での生成物の温度：５０℃。
【０１１２】
　はるかに劣る生産効率条件下で（例えば時間当たり、および場合により占有容積当たり
の冷却材料の重量で表わされる。）冷却攪拌タンク型のバッチ反応器におけるバッチ式結
晶化を含む方法を用いて得られたものと類似の光学特性（パール光沢）を有する、ＥＧＤ
Ｓベースの結晶を有する流体濃縮成分が流動装置の出口で得られる。

【図１】

【図２】

【図３】
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